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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


家族会・総会（報告）
今後の家族会について
Ｋ　家族会会長
九月二十日の家族会総会には多くの家族のみなさんにご参加いただきありがとうございました。
無事に平成二十六年度の事業を終え、決算の承認を得ました。

平成二十七年度の事業と予算のスタートです。

（当日欠席のご家族には、当日配布の資料を同封していますのでご覧ください。）
私が家族会に関わって約六年になります。

私は、家族では母親の十分な介護をすることは出来ないと特別養護老人ホームへの入所を選択しました。

入所した母が少しでも楽しい時間を過ごせるよう、職員さん達と協力したい、努力したいと思って家族会に関わってきました。
最近、入所される方達は高齢で介護度が高くなっています。

多くの家族の方々は長年の介護の重圧を受けておられたことでしょう。入所されてから、その重圧から少し開放された状況になられましたか。（介護していた家族の方も高齢になったり、他の方の介護もされたりと状況はいろいろかと思います。）少しお時間があったら、家族会の｢定例会｣にご参加下さい。
家族会は毎月第四土曜日の午後一時三十分～「定例会」を開催し、施設からのいろいろの情報提供、意見交換を行います。施設行事の手伝いの打合せ等を行います。
二十六年度は「介護保険の制度の改正」「新しい施設への移転について」等を話し合いました。

二十七年度は、（平成二十九年四月～）「新しい施設への移転について」が主な課題になります。

移転をしたら「家族会」はどうなるのか？

現在六十床から、百六十床に規模が拡大するため、これまでのように家族会費を集めて、運営をしていくのは事実上難しいと思われます。
そのため、今年度の家族会費は、今回は平成二十七年九月一日～平成二十八年八月三十一日の期間で、通常と同じですが、恒例の敬老の記念品の予算を繰越金として、平成二十八年九月一日～平成二十九年三月三十一日の運営費に充当予定としました。
入所者全員の円滑な移転の準備や、今後の家族会の運営について皆さんの意見を必要としています。「定例会」に是非出席して下さい。
最後になりましたが、左記に今年度の役員を紹介します。（敬称略）
会　長：Ｋさん
副会長：Ｙさん、Ｙさん
会　計：Ｋさん、Ｈさん
書　記：Ｗさん、Ｙさん
監　事：Ｆさん
相談役：Ｏさん
　どうぞよろしくお願いいたします。
九月の行事・敬老会（九月二十日）
　（「敬老会」の式典での）謝辞
利用者代表　Ｔ・Ｋさん
　
本日は私達利用者のために、このようなお祝いの場をもうけて頂き、ありがとうございます。
　私は平成二十七年三月から、この「さくら荘」で生活をして、早いものでもうすぐ半年の月日が経とうとしております。

　はじめは不安に思う場面もありましたが、今ではここでの生活にも慣れ、他の利用者の方々や、職員の方々と楽しく生活することができ、皆様には感謝をしております。これからも健康に過ごせますように、家族会のみなさん、職員のみなさん、どうぞよろしくお願いいたします。

お知らせ①預り金の報告

　九月三十日付の「預り金報告」を同封しております。内容のご確認をお願いいたします。不足気味の方は補充をお願いいたします。
ご不明の点は相談員までご遠慮なくお問い合わせください。
お知らせ②インフルエンザの予防接種

嘱託医のご協力で準備が整い、十月中旬からインフルエンザの予防接種を始めてまいります。

接種後の体調変化には十分に気をつけていきます。　
退所のお知らせ　　　　　　　Ｎ　・　Ｎ　さん
　Ｎさんはさくら荘で約一年九ヵ月を過ごされました。
いろいろの病気を得ても、軽妙な受答えの会話をされる、明るい性格の方でした。
　食欲がなくなり、「お父さん（亡夫）こっちにおいでよ、私がそっちに行こうか。」と話をしておられるのを介助中の職員が聞いています。
天国の夫の渡せる秋の虹

心からのご冥福をお祈り致します。（享年七十九才）
　　　　　　　　　　　　　　Ｋ　・　Ｈ　さん
Ｋさんはさくら荘で約五年九ヵ月を過ごされました。そうです、家族会の会長のお母さんです。会長さんがいろいろの場面で挨拶をされる姿を見ては、「うちのお兄ちゃんだよ。」と誇らしげに、まぶしそうな笑顔で見ておられました。
だんだんに食欲がなくなり、状態低下の先生の説明に、「もう病院へ行っても元気にはならない。さくら荘で過ごすことの方が本人の負担が少ないと思います。」との思いで、最期までさくら荘で過ごされました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十八才）
Ｋさんが亡くなったのは敬老会を一週間に控えての頃でした。「この時期では次に受けて下さる方は難しいでしょう。すでに会長を受けたので、移転が終了するまで務めさせていただきます。」とありがたい申し出を頂きました。お忙しいと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

　
入所のお知らせ　　　　　　　　　　Ｉ ・ Ｍ　さん

Ｉさんは昭和七年生まれ、もうすぐ八十三歳です。
ショートステイを利用して頂いた時もありますので、職員にとってはお馴染みの方なのですが、時々不安な声を出されていますので、Ｉさんにとっては知らない所、知らない人達なのかもしれませんね。

大丈夫、また初めからお話しましょう。楽しい時間を一緒に過ごしていきましょう。どうぞよろしくお願いいたします。
